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フタロシアニンは炭素と窒素を主成分とする環状有機分子であり、分子環中央に金属を取り込

んで錯体を形成する。その物性は鮮やかな発色や半導体的電気伝導性が特徴であり、顔料や有機

太陽電池材料として実用化されている。また、中心金属の磁気モーメントによる磁性も期待され

るが、分子間相互作用が弱く、一般に常磁性を示すことが知られている。我々はこれまでにコバ

ルトフタロシアニンの塩素置換体とコバルト粉を減圧封入管中で加熱することにより金属が均一

分散した多孔質窒化炭素(フタロシアニン基窒化炭素 : PBCN)が生成されることを報告してきた。

この物質はコバルトイオンを含むことからその磁性についても興味がもたれるが、磁気特性は常

磁性的であり、磁化値が小さいといった欠点があった。そこで今回は原子磁気モーメントの大き

い鉄及びマンガンフタロシアニンの塩素置換体と金属粉の反応を試み、磁気特性の向上を目指し

た。また、鉄及びマンガンイオンのレドックス反応及び多孔質構造の特性を利用し、リチウム金

属電池特性を調査することを目的に研究を行った。 

各種試料は鉄及びマンガンフタロシアニンの塩素置換体と鉄及びマンガン粉末を混合・プレス

成型後、減圧封入管中 450 ℃で加熱することにより得た。反応の際、金属粉の量を調整すること

で、金属含有窒化炭素の構造制御を試みた。反応生成物のナノ構造を X線回折法、透過電子顕微

鏡(TEM)等で調査したところ、金属量の増加ともに、フタロシアニン結晶構造が壊れ、アモルファ

ス的になる様子を明らかにした(Fig. 1)。また、超伝導量子干渉素子磁束計を用いて Fe-PBCNの磁

気特性を評価したところ、常磁性を示したが、コバルトフタロシアニンに比べ磁化率の増加が見

られた(Fig. 2)。さらに PBCNを正極活物質、負極に Li箔を用いたリチウム金属電池を構築し、充

放電特性を埼玉県産業技術総合センターにて評価した。講演で詳細を報告する。 

Fig. 2. Magnetic susceptibilities of PBCNs. Fig. 1. TEM image of Fe-PBCN. 
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